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地
域
文
化
の
向
上
に
努
め
た
い

「
今
も
休
み
は
な
い
ん
で
す
」
と
話
す

髙
梨
　
由
美
さ
ん

携
帯
／
〇
九
〇—

四
七
〇
四
―
二
七
六
六
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■
日
本
フ
ル
ー
ツ
ア
ー
ト
デ
ザ
イ
ナ
ー
協
会
代
表

■
い
わ
き
市
小
名
浜
字
定
西
二
五
八
（
い
わ
き
オ
フ
ィ
ス
）

おんな劇場

「どうしても食関連の仕事に就きたくていろいろやってきました。これからもいわきを拠
点に励み、文化の向上に役立ちたいですね」と、語る髙梨さん

果
物
、
野
菜
を
通
じ
て
食
の
素
晴
ら
し
さ

や
消
費
拡
大
を
訴
え
る
一
方
、
コ
ロ
ナ
禍
の
現

今
、
市
民
の
抗
体
検
査
に
協
力
、
さ
ら
に
は
母

校
の
軟
式
野
球
部
の
映
画
化
に
も
一
役
買
う
な

ど
、
公
私
と
も
に
“
八
面
六
臂
（
ぴ
）〟
の
活

躍
を
続
け
る
、
髙
梨
由
美
さ
ん
（
五
三
）。
彼

女
の
口
ぐ
せ
の
一
つ
は
、「
地
域
へ
の
恩
返
し
」

だ
。「

マ
ル
チ
派
」
の
彼
女
が
現
在
保
持
し
て
い

る
肩
書
、
資
格
は
、
日
本
フ
ル
ー
ツ
ア
ー
ト
デ

ザ
イ
ナ
ー
協
会
代
表
と
、
病
気
に
な
り
に
く
い

体
づ
く
り
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
行
う
体
内
環
境

師
な
ど
。
い
わ
き
市
内
の
ほ
か
、
都
内
、
さ
ら

に
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
出
張
し
、
関
連
の
講

義
、
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

「
月
に
数
回
は
都
内
で
仕
事
を
し
て
い
ま

す
」
と
柔
ら
か
く
語
る
髙
梨
さ
ん
は
、
社
会
へ

出
た
当
初
は
、
保
育
技
師
の
資
格
を
持
っ
て
い

た
こ
と
か
ら
都
内
の
区
立
保
育
園
に
勤
務
。
だ

が
、「
食
へ
の
関
心
を
断
ち
切
れ
ず
」、
大
手
商

社
系
の
会
社
に
入
社
、
冷
凍
の
米
飯
を
中
心
と

し
た
一
連
の
食
品
関
連
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ん
だ
。

そ
の
後
、
二
〇
一
〇
年
三
月
に
会
社
を
興
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新春にふさわしい茶道具、お稽古用から、時代物、千家十職、御家元書付、時代茶道具作家物
まで300余点を一堂に展示、特別価格にて販売。また新春ならではの楽しい企画を盛りだくさ
んご用意しております。ぜひこの機会にご来店くださいますようご案内申し上げます。

【軸、釜、花入、香合、水指、茶盌など300余点を一堂に…】

■会期/令和4年1月6日（木）～17日（月）

粗品進呈（先着50名様）
ご来場のお客様に
◆しんげつ干支紅白まんじゅう
1月6日（木）～ 9日（日）の4日間

企画3初釡新春お茶席
◆お菓子　はなびら餅
◆お抹茶　京都柳桜園　冨嶽
1月6日（木）～ 9日（日）の4日間

企画2

●お稽古用福袋　　5,000 円～
●逸品作福袋　　100,000 円～

（数量に限定あり、税込み）
新春福袋企画1 お稽古用茶道具

全品
3～5割引き

企画4

令和4年 新春茶の湯道具展

営業時間  午前10時～午後6時
（最終日は午後5時閉場） HP：http://onobijutsu.jp　e-mail：onobijutsu@sirius.ocn.ne.jp

いわき市平字中町22番地の２　Kビル1F ☎0246-35-0383

※写真はイメージです。

※写真はイメージです。

1968年2月4日生まれ。東京出身。小学
校時代に家族と小名浜へ。果物、野菜関連
の仕事については、「消費拡大、ロスをなく
して商品に付加価値を付けたい」。「今の
仕事、天命だったと思っています」と言って
にっこり。健康問題には造詣が深い。「私、休
みはありません」。会社員の夫と2人暮らし。
得意な料理は、「肉料理」。Ａ型

たかなし・ゆみ

プロフィル

「足るを知る」こと
とても大事ですね

「
過
労
が
た
た
り
、
ダ
ウ
ン
も
」

■お知らせ＝このコーナーでは、自ら選んだ仕事に、
あるいはその人生においてひた向きに励み、努めてい
る女性を紹介しています。情報をお寄せください。

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
隔
月
掲
載
で
す
。

し
、
都
内
に
事
務
所
を
構
え
て
同
協
会
の
代
表

と
し
て
独
り
立
ち
。
と
同
時
に
「
さ
ら
に
技
術

の
向
上
を
図
り
た
い
」
と
し
て
、
脳
科
学
に
基

づ
く
最
先
端
の
講
座
な
ど
で
知
ら
れ
る
団
体
で

免
疫
学
の
知
識
を
マ
ス
タ
ー
。

こ
う
し
て
知
識
を
確
保
し
て
き
た
髙
梨
さ
ん

は
、
各
地
区
で
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
レ
シ
ピ
の
考

案
方
法
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
の
職
員
対
象
の
折

は
果
物
、
野
菜
の
持
つ
特
性
、
切
り
方
な
ど
を

指
導
。
ま
た
、
大
型
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
品
、
カ

タ
ロ
グ
の
共
同
出
版
、
フ
ル
ー
ツ
の
販
売
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
も
励
ん
で
き
た
。

「
果
物
も
野
菜
も
カ
ッ
ト
一
つ
で
見
た
目
も

変
わ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
研
修
会
な
ど
で
は
切

り
方
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
。
今
は
コ
ロ
ナ
禍

の
た
め
出
張
は
控
え
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ま
で

は
休
み
な
し
。
一
日
一
時

間
程
度
の
睡
眠
。
そ
の
せ

い
か
、
過
労
が
た
た
り
、

ダ
ウ
ン
し
て
」

フ
ル
回
転
中
の
四
年

前
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら

住
ん
で
い
た
小
名
浜
に
居

を
設
け
た
。
こ
の
転
居
の

理
由
の
一
つ
は
、
平
工
業

高
校
の
軟
式
野
球
部
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て
活

躍
し
て
い
た
が
、
東
日
本
大
震
災
後
、「
被
災
地

か
ら
日
本
を
元
気
に
し
た
い
」「
子
ど
も
た
ち
の

未
来
に
夢
と
憧
れ
を
」
と
考
え
、
映
画
の
原
作
、

企
画
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
に
踏
み
切
っ
た
。
い
わ

ば
個
人
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
も
あ
っ
た
。

映
画
の
タ
イ
ト
ル
は
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
ヒ
ー

ロ
ー
た
ち
」。自
ら
在
校
中
の
時
、全
国
準
優
勝
、

翌
年
に
は
優
勝
し
た
母
校
の
軟
式
野
球
部
員
の

“
熱
血
ド
ラ
マ
〟。
ロ
ケ

は
す
べ
て
地
元
の
い
わ
き

で
行
い
、
多
く
の
市
民
も

参
加
。
二
〇
一
八
年
秋
に

封
切
り
し
、
こ
れ
ま
で
全

国
百
二
十
カ
所
で
無
料
上

映
、
人
気
を
集
め
た
。

目
的
に
向
か
っ
て
走
り

続
け
る
髙
梨
さ
ん
は
、「
地

域
に
恩
返
し
」
の
意
味
も
込
め
、
独
自
で
抗
体

検
査
も
実
施
し
、
こ
れ
ま
で
に
千
三
百
人
も
の

市
民
に
対
応
。
ま
た
、
磐
城
農
業
高
校
か
ら
講

師
に
招
か
れ
、
フ
ル
ー
ツ
の
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
に

つ
い
て
の
指
導
も
行
っ
て
い
る
。

「
地
域
文
化
の
向
上
、
社
会
活
動
が
私
の
ラ

イ
フ
ワ
ー
ク
で
す
」
と
、
笑
顔
で
語
る
髙
梨
さ

ん
、
最
近
の
社
会
に
つ
い
て
は
「
大
人
も
子
ど

も
も
、
モ
ノ
を
考
え
る
こ
と
を
し
ま
せ
ん
ね
。

学
び
も
足
り
な
い
か
な
。
政
治
、
経
済
も
欲
ば

か
り
で
目
に
余
り
ま
す
。『
足
る
を
知
る
』
が

と
て
も
大
事
で
す
よ
ね
」
と
、
現
今
の
“
軽
量

社
会
〟
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
た
。

映
画
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
も


